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Ⅰ 主題設定の理由

本校には、不登校をはじめ善悪の判断が甘い・

自己中心的な言動がある・感情のコントロールが

できないなどの理由による様々な問題行動を抱え

た児童たちがいる。こうした状況の中で、問題を

抱えた児童の多くを一人で抱え込み、解決策が見

つからず対応に苦慮している担任もいる。

この現状を変えるには、担任が一人で問題を抱

え込まないような工夫や教師自身の教育相談の力

量を高めることが必要である。また、職員間の温

かな人間関係をもとに、職員室の中が子どもに関

する話題であふれ、教師が抱えている悩みを仲間

に相談しながら早期に解決できる環境や共に課題

を解決しようとする意識をもつ職場づくりが必要

である。

本校では昨年度から、様々な事例の中に組織的

な対応を行うことで問題の改善や解決ができるも

のがあると考え、教育相談部を発足した。また、

担任が一人で問題を抱え込まないようにと、教育

相談部を中心としたチームをつくろうと努力して

きた。しかし、少数の部員が個々にチーム援助に

加わる程度で、部会全体としては機能を果たして

いないのが現状である。

そこで、協働意識と教師の資質の向上を目指し

て情報の共有化を図りながら教育相談部の機能を

より充実し活性化したいと考えた。そのための活

動の拠点を「ほっとルーム」として、悩みを仲間

に相談し、協力して問題行動に取り組める職場を

つくりたいと考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

教育相談部の機能の充実と活性化を通して、協

力し問題行動に取り組める学校風土を醸成する。

また、協働意識を高めるための「ほっとルー

ム」の在り方を明らかにする。

Ⅲ 研究の内容及び計画

１ 協力して問題行動に取り組む学校風土

次ページの図１基本構想に示すような学校風土

を目指して、研究に取り組む。

具体的な姿としては、以下のとおりとする。

○ 職員間の温かな人間関係が、築かれている。

○ 職員室の中が、子どもに関する話題であふれ

ている。

○ 抱えている悩みを仲間に相談できる。

○ 仲間の悩みを共に解決しようとする意識をも

っている。

○ 教育相談の知識や技能をもっている。

○ 悩みを早期に解決できるような環境や組織が

ある。

２ 「ほっとルーム」の機能

「ほっとルーム」の機能を「ほっとルーム」委

員会・「ほっとルーム」タイム・「ほっとルー

ム」だよりの３つの柱とする。それらが機能を発

揮し、相互作用することにより職員の教育相談に

かかわる資質の向上を図ることができると考え

る。また、教育相談にかかわる情報を収集・分

協力して問題行動に取り組む学校風土を

高める「ほっとルーム」の在り方
教育相談部の機能の充実と活性化を通して
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《 研究の概要 》

本研究は、職員間の温かな人間関係をもとに、職員室の中が子どもに関する話題であふれ、

教師が抱えている悩みを仲間に相談しながら、早期に解決できる環境や共に課題を解決しよ

うとする意識をもつ職場づくりを目指したものである。教育相談部を中心とした「ほっとル

ーム」機能を「委員会 「タイム 「たより」の３つの柱とすることにより、協力して問題行」 」

動に取り組む学校風土を高めることができた。

【問題行動 ほっとルーム チーム援助 コミュニケーション】キーワード
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析・共有して、解決のための方策を提言し、問題

をもつ児童や担任に援助をすることができると考

える。計画については、図２のとおりである。

(1) 「ほっとルーム」委員会

問題行動に対して多面的・総合的な問題の理解

と解決の手だての検討を行い、不登校児童や問題

を抱える児童に対してチーム援助の体制を作るた

めに生徒指導部の中に位置づける。一人の児童に

対して、様々な援助資源を利用しながら援助目標

を立て、役割分担をして援助活動を行う。

(2) 「ほっとルーム」タイム

時間と場所を設定することにより、ふだん悩み

を相談したくても時間がなくて相談できない教師

や、どのように悩みを相談した

らよいか迷っている教師が、悩

みを打ち明けることができるよ

うになる。その場を共有するこ

とにより、事例研究ができ教育

相談の力量を高めることができ

ると考える。また、いつでも・

どこでも・どんな場合でも、悩

みに仲間が共感し問題を理解・

解決しようとする（インフォー

マル・コミュニケーション）風

土をつくりたいと考える。職員

の中に、教育相談の研修会を望

む雰囲気ができた場合には、ニ

ーズに応じた研修会を開催す

る。開催場所は、「ほっとルー

ム」と職員室（第二の「ほっと

ルーム」ととらえる）とする。

(3) 「ほっとルーム」だより

教育相談に関する情報提供を行い、知識を高め

意識の向上を図るために、教育相談部から発行す

る。チーム援助の情報交換や事例報告から共通理

解を図り、協働意識を高めることを目指す。読み

たくなるような紙面の工夫を行い、分かりやすく

確かな情報を共通理解して協働意識を高める。

３ 教育相談部の機能の充実と活性化

○ 教育相談部の目標を明確にして、共通理解を

図る。

○ 外部の研修会や３つの「ほっとルーム」機能

図２ 計 画

「ほっとルーム」委員会 「ほっとルーム」タイム 「ほっとルーム」だより

・チーム援助の共通理解 ・ ほっとルーム」の環境整備 ・ ほっとルーム」とチーム援助の１ 「 「

・月１回の定例会の開催 ・人が集まることを目標とする 主旨と活動内容の共通理解学期

・教育相談に関する情報提供

・成果と課題の検討を行い、 ・コミュニケーションを ・チーム援助の情報と事例報告夏

改善点を明確にしながら次 重視した職員のニーズ と共通理解休

学期の援助目標を立てる に応じた教育相談研修 ・ ほっとルーム」タイムのみ 「

紹介及び報告

・連携の強化と ・学校課題を改善する ・夏休みの教育相談や２

チーム援助の継続 ための教育相談研修 家庭訪問からの情報提供学期

今 年 度 の 活 動 を 振 り 返 り 来 年 度 の 活 動 の 在 り 方 を 探 る３

学期

図１ 基 本 構 想
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に中心的な役割で参加することにより、情報を

集めたり教育相談の力量を高めたりする。

○ 相談部員の立場や資質にあった役割分担を決

め、専門性を高めた援助活動を行うことにより

組織を活性化する。

以上により、今まで対応しきれなかった問題行

動に対応できる機能が充実する。また、学期ごと

に成果及び課題の検討を行い、改善点を明確にし

ながら援助活動を実施し、より活性化する。さら

に、このことを通して情報や人をつなぐことによ

り、協力して問題行動に取り組む学校風土を高め

る。

Ⅳ 実践の概要及び結果と考察

１ 資源を生かす「ほっとルーム」委員会の活動

昨年度から発足しているチーム援助について

は、新しい立場においてのチーム援助を再構成し

た。チームの中には、専門性の高い相談部員を中

心に相談部員を必ず配置した。（事例１、２、

３）今年度は、４つチーム援助が始まった。（事

例４、５、６、７）昨年度からの経験を生かし、

校内だけでは対応できない部分については、外部

の専門機関を積極的に利用するようにした。援助

会議を形式的に行うことよりも、日常の情報交換

を大切にしながら援助目標を明確にして、援助活

動の充実を図った。チーム援助は、大きく３つに

分類することができた。不登校児童（事例１、

５、７）・発達障害の疑いのある児童（事例４、

６）・問題を抱える児童（事例２、３）に対して

のチーム援助である。

(1) 不登校児童の事例

ア 登校渋りの段階

体調が不調のために欠席が目立ち始めた児童に

対して、担任・相談主任（コーディネーター）で

コアチームを作成し、チーム援助を始めた。保健

室通いが始まっていたので、養護教諭もチームに

加えた。児童の心の負担を軽減するために、各自

の立場において援助を始めた。相談主任を中心

に、登校時・昼休みに短時間の情報交換を行い、

児童の実態にあった支援方法を考えた。放課後、

チームで次の日の支援の方法を模索した。また、

管理職が母親と面接を行った。教育相談部を中心

とした学校の対応について説明し、今後もチーム

を組みながら保護者と協力して援助していきたい

と伝えた。母親は、相談主任のカウンセリングを

希望し、カウンセリングを開始した。

イ 不登校の段階

かなり強い登校渋りが始まった。援助会議で、

「無理に登校させるより、親子の時間を大切にし

た方がよいのではないか」ということになった。

保護者は、親子の時間を選択した。相談主任は、

母親とのカウンセリングを継続した。欠席が始ま

って２週間後の援助会議で、家庭での様子から専

門機関との連携の必要性を感じ、保護者と話し合

った。保護者の希望で、相談主任がこころの健康

センターと教育センターに連絡をとり、チームの

拡大化を図り連携が始まった。その後、担任と相

図３ チーム援助図
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談主任で教育

センターに来

所し、問題の

理解と今後の

方策について

話し合った。

以後、相談主

任が教育セン

ターとの窓口となった。教育センターからの情報

を援助会議に生かして、支援を継続したところ、

母親の子どもへのかかわり方に、変容が見られる

ようになった。

(2) 発達障害の疑いのある児童の事例

生徒指導部会で、落ち着いて教室に入っている

ことができない児童が話題となった。児童の実態

を把握するために、管理職・生徒指導主任・特別

支援教育主任・相談主任が児童の観察を行った。

チーム援助が必要であると判断し、保護者・担

任・相談主任（コーディネーター）のコアチーム

をつくった。保護者は家庭・担任は学校での様子

の記録を取り、相談主任は授業や休み時間に児童

とかかわりながら児童の問題の理解を図った。援

助会議後、医療機関で受診した。授業への支援の

必要性を感じ、町の適応指導教室からの支援を依

頼し、チームの拡大化を図った。児童は、落ち着

いて学習ができるようになってきた。

(3) 問題を抱える児童の事例

体重が減少し遅刻しがちな児童のチーム援助を

昨年度から開始していた。今年度は、以前この児

童の担任であった学年主任が、コーディネーター

となりチームを再編成した。欠席が目立つことが

あり、学年主任が保健センターに家庭訪問を依頼

した。その情報をもとに、子育て支援を多面的に

行う方針を立てた。担任は、保護者との連絡を密

にして信頼関係を築いた。保健センターに、生活

指導を依頼した。以後、保健センターは、担当保

健師を二人に増やした。学年主任は、担任と保健

センターからの情報をつなぎながら、養護教諭に

もチームに参加してもらいコーディネーターを引

き継げるようにした。学校への信頼が深まり、母

親が来校するようになり、養護教諭ともかかわれ

るようになってきた。

(4) 考 察

チーム援助を繰り返す中で、問題が解決したり

改善の方向に向かったりする事例が多くなった。

担任から「相談できる人がそばにいることが、こ
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事例７ Ｈ 男 んなに心強いと感じたのは初めてでした」という

感想があった。担任がかかわり方に迷い困ったと

きに、校内にチームメンバーがいることは、担任

への負担を減らし、早期解決に向けた援助を繰り

返すことにつながる。

日常の情報交換を密にしながら、共通目標をも

ち役割分担をしたことにより人間関係が深まり、

お互いに存在感をもちながら、生き生きと活動す

る姿が見られた。また、教師が連携をすることに

より、保護者からの信頼も深まった。

しかし、臨機応変に援助会議を開くことは大変

難しかった。コーディネーターはコミュニケーシ

ョンの機会を大切にしながら情報をつないだ。大

変な事例ほど、問題解決に向けてのチームメンバ

ーの思いは強く、しかも深かった。情報だけでな

く、それぞれの思いをつなぐことも大切であると

痛感した。また、学校と外部の専門機関との連携

が深まる中で、教育現場で限界を感じる事例にお

いて専門機関を利用することの有用性を感じた。

１ 人が集まる「ほっとルーム」タイムの活動

フリー参加による「ほっとルーム」タイム(1)

ア 事例報告から始まるフリートーク

６月：気軽に参加できるように、途中参加及び退

席も自由としながら１時間程度行った。中学年の

靴隠し事件・低学年の場面かん黙児の事例を出し

ながら、情報交換やアドバイスが出された。ま

た、類似した４つの事例の紹介などが行われた。

後半は、学級経営や生徒指導で悩んでいること・

「ほっとルーム」への意見などが出された。終了

後は、職員室でも会話が弾み、自分の学級や個人

的な悩みについて話し始める教師も見られた。

教師のつぶやき

・「ほっとルーム」は、リラックスできる

・悩みを気軽に話すことができる、聞いてもらえる

・今まで知らなかった事例があり、参考になった

・実態が分かり、今後の授業では配慮しながら接したい

９月：２学期よりチーム援助を始めた事例と１学

期に不登校になり９月下旬より完全に教室復帰し

た事例の紹介を行った。（事例５、６）生徒指導

部会や職員会議では報告しきれない細かい内容に

ついての説明があり、真剣にメモをとる姿や質問

をする姿が見られた。後半では、特別支援教室の

児童を受け入れる協力学級の担任の悩みに焦点が

あたった。様々な経験や立場から、多面的な問題

の理解の仕方や今後の方策について話し合った。



- 5 -

話合いの結果、参加者の中から援助に加わる教師

を決め、問題の解決を目指した。

教師のつぶやき

・詳しい事例内容が、参考になる

・悩みを安心できる場所で喋りたい、聞いてもらいたい

・自分にできることは、何だろう

イ 参加者のニーズにあった教育相談研修

８月：参加希望者のニーズを事前に調べ、２学期

の学級経営に参考となる予防・開発的な教育相談

研修を企画した。意欲的に研修に参加した教師

は、熱心な取組だった。全職員に、２学期からの

学級経営の参考となるように「たより」で資料を

配布した。参加はできなかったが、興味をもって

いる教師の中には、資料を見ながら参加した教師

や相談部に質問をする姿が見られた。

教師のつぶやき

・色々なエクササイズがあるんだ、やってみると楽しい

・何か、２学期に使えそうなものはないかな

・教育相談の力量を高めたい

ウ 不登校事例研究から始まるフリートーク

11月：新たに２事例の不登校が始まり、学校課題

になった。事例７では、今後の援助について様々

な不安を抱えていた。また、生徒指導部会や職員

会議での報告だけでは、事例の共通理解が不十分

であった。そこで、援助チームのそれぞれの立場

からの事例報告を行った。同席していた教育セン

ターの指導主事からも、多くの事例をふまえた指

導を得ることができた。後半は、不登校児の母と

の連携に悩む担任（事例１）の話があった。生徒

指導部会では、話しきれない担任の思いも話すこ

とができた。担任が一番苦慮していたのは、「母

との電話連絡」であった。そこで、担任の負担を

軽減するために、生徒指導部会でほかの職員が協

力できる内容について提案することになった。

教師のつぶやき

・今までに経験のない事例で、参考になった

・校内には、色々大変なことがあるんだ

・悩んでいる同僚のために、できることは何だろう

・経験豊かな人からのアドバイスが、参考になる

(2) 学年に対応する「ほっとルーム」タイム

ア 学級の実態の把握から学級経営の

アドバイスと不登校傾向の児童の情報交換

７月：前回の「ほっとルーム」タイムで学級経営

について悩んでいるという学級があった。また、

不登校傾向の児童がいる学級が同じ学年であっ

た。そこで、教育相談部の資質向上も兼ね相談部

員と該当学年でタイムを開催した。学級経営に悩

んでいる学級では、学級の実態を把握するために

学級満足度尺度（Ｑ－Ｕ）とソーシャルスキルア

ンケートを事前に実施しておいた。結果と担任の

学級の見立てを参考にし、ブレーンストーミング

で意見を出し合い、ＫＪ法を使いながら学級の状

態を見極め、今後の学級経営の方針について話し

合った。様々な問題を抱えている児童が多くいる

学級のために、今後も相談部が学級経営を援助し

ていくことになった。（事例４）不登校傾向の児

童については、担任・元担任・同学年・養護教

諭・相談主任の立場から様々な情報交換がされ

た。出された情報を参考にして、担任・相談主任

で保護者と面接を後日行った。（事例５）

教師のつぶやき

・学年主任は、自分のクラスをよく見てくれていた

・今まで気が付かなかった児童のよさを理解できた

・自分の学級経営の悩みや実態を知ってもらえたので、

職員室でも気軽に相談できるようになった

・大変な子に、声をかけてみよう

・Ｑ－Ｕを自分のクラスでやってみようかな

(3) 個人に対応する「ほっとルーム」タイム

ア 生徒指導への情報交換と

学級経営へのアドバイス

７月：６月の「ほっとルーム」タイムで、児童へ

の対応の仕方や親とのかかわりに悩んでいる教師

がいた。そこで、前年度の学年の担任に協力を依

頼した。昨年度の対応の仕方や家庭環境の情報交

換と学級経営へのアドバイスなどが行われた。生

徒指導記録簿では、分からなかった細かい問題や

対応の仕方が分かり、担任は指導方針をしっかり

もちながら学級経営を行えるようになった。

教師のつぶやき

・悩みを「ほっとルーム」で話してよかった

・しばらくこのクラスの様子を見てみよう

・いつでも相談にのります

11月：職員室で、「ほっとルーム」タイムに参加

できなかった担任が、相談主任に話を始めた。学

級内で起きた出来事と保護者との意志の疎通に悩

んでいた。前担任に、以前の事例で、保育士から

の情報が有効であったとアドバイスを受けた。そ

こで、就学前の母の様子について情報を得た。そ

の情報をもとに、今後の方策について話合いを行

った。担任は、そのほかにも学級経営に多くの悩

みを抱えていた。前学年の担任たちは、いつでも

相談を受けようとする意識をもつようになった。
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教師のつぶやき

・相談主任に、相談して良かった

・困っているときは、いつでも相談してほしい

・他機関からの情報は役に立つ、次回も利用してみよう

イ 学級で起きた問題の理解と

学級経営へのアドバイス

10月：生徒指導部会で、靴隠し事件の報告があっ

た。ある日、「学級が落ち着かなくなり、ほかの

物隠しが始まった」と担任から相談主任に相談が

あった。Ｑ－Ｕを利用しながら、今後の経営につ

いて話し合った。要支援群に位置する児童や保護

者へのかかわりに苦慮している様子が伺われた。

その後も、学級の状態について話し合う機会が多

くなった。

教師のつぶやき

・これからも、相談主任に相談してみよう

・今後も相談にのろう

(4) 考 察

「ほっとルーム」タイムでは、教師のニーズに

こたえるために、様々な形で実践を繰り返してき

た。経験年数が少ない教師・新しく赴任した教師

が、積極的に参加した。フリー参加では、話した

い教師・聞きたい教師が集まった。

苦しい悩みをもっている教師ほど、「ほっとで

きる空間」と「温かい雰囲気」の中で、「まだ、

しゃべりたいんです」「聞いてください」と流れ

るようにしゃべり続けた。悩みをリラックスして

話すことで「悩みを聞いてもらえた」「一緒に考

えてもらえた」という意識をもてた教師は、職員

室でも悩みを話す様子が見られた。

また、悩みや事例の経過を共通理解できた教師

は、自助資源を生かしながら他の教師にかかわろ

うとする姿を見ることができた。内容や時間配分

を工夫することで、より充実した「ほっとルー

ム」タイムを実施できると実感した。

３ 読んでもらえる「ほっとルーム」だよりの発行

(1) 思い・情報・人をつなぐ「たより」

①「ほっとルーム」の主旨と活動内容②チーム

援助・事例の紹介③教育相談に関する情報提供な

どの共通理解を図ったり、教育相談に関する知識

や協働意識を高めたりするために、随時発行し

た。教育相談の知識を高めるというより、情報を

共通理解することに重点をおいた。

(2) 考 察

堅苦しくない内容や読みやすい内容と分量にす

ることにより、手軽に読むことができたようであ

る。分からない内容については、質問をする教師

も見られ、教育相談への関心をもつことができ

た。また、事例に興味をもち会話をする姿が見ら

れた。口頭での連絡と「ほっとルーム」タイムの

お知らせを活用することで、たよりを持参しなが

らタイムに参加する姿が見られた。

読者と発行者に負担のかからない内容や表記の

仕方の工夫が大切であると感じた。

Ⅴ まとめと今後の課題

本研究では、教育相談部を中心とした「ほっと

ルーム」機能を「委員会」「タイム」「たより」

の３つの柱とし、研究を進めてきた。職員室で

は、「『ほっとルーム』しよう」と声をかけあう

姿が見られたり、問題行動について話し合う姿が

見られたりするようになった。またチーム援助に

対して「手伝えることはないか」「手伝おう」と

いう声が出るようになってきており、協力して問

題に取り組む風土ができつつある。

「委員会」では、チーム援助を組織化して援助

目標を明確にしたチーム援助の取組ができた。

「タイム」ではインフォーマル・コミュニケーシ

ョンを重視し、話しやすい雰囲気の中で問題の解

決へ向けての話合いをすることができた。このこ

とにより、思い・情報・人をつなぐことができ、

心・人・組織が動き、担任への負担を軽減し問題

の早期解決を図ることができた。また、共に問題

解決をしようとする意識を高めることもできた。

「たより」では、思い・情報・人をつなぐこと

により「委員会」「タイム」が協働した。

以上のことにより、協力して問題行動に取り組

む学校風土を高めるには、「３つの『ほっとルー

ム』機能を相互作用させ、思い・情報・人をつな

ぎながら、心・人・組織を動かすことが大切であ

る」ことが分かった。

今後の課題としては、様々な問題に対応しなが

らチーム援助の体制を継続していくためにコーデ

ィネーターを育成する必要がある。また、今年度

の事例の蓄積を、効果的に次のメンバーに引き継

ぎ、問題の解決を図っていくことが必要であると

考える。

（担当指導主事 住谷 孝明）


